
 釈尊 生涯と教え No.6  

第 2 章 若き日の釈尊ｐ47- 

四四門門出出遊遊  
 
Ⅰ.『 ゴータマ・シッダールタは（   ）的な悩みに直面していた。それはどんな生き方をしようとも、
誰もが決して避けることのできない〈   ・   ・   ・   〉という問題であったのである。その問題
を、仏伝は（     ）の物語として象徴的に伝えている。』 
①P.47 を参照して、上の文章の空欄に適語を入れてください。 
②一般には、「生まれて、こどもから青年、時には病気になり、そして、大人に成長し、働き、結婚し、
子を育て、老いて、また時には老い的障害者になり、死んでいく」と考えられているが、だれでもそう
なる保証はあるのだろうか。 あなたの考えは、どうですか。（ 
 
Ⅱ.四門出遊（P47～49）を参照に次の問に答えてください。 
① 「東の城門」から出られたとき、ゴータマはなにを目にしましたか。（ 
② その時、ゴータマは、どんな思を感じましたか。（ 

） 
③ 「南の城門」から出られたとき、ゴータマはなにを目にしましたか。（ 
④ その時、ゴータマは、どんな思を感じましたか。（ 
⑤ 「西の城門」から出られたとき、ゴータマはなにを目にしましたか。（ 
⑥ その時、ゴータマは、どんな思を感じましたか。（ 
⑦ 「北の城門」から出られたとき、ゴータマはなにを目にしましたか。（ 
 
Ⅲ.私たちも、Ⅱの①③をよく目にしたり、自分がなったりします。悲し
く辛いⅡの⑤を目にする経験をした人もいるかもしれませんね。その
とき、どんな思いになりましたか。その思いを書いてください。 
（ 
 
 
 
 
 
Ⅳ.「人生の矛盾」という言葉があります。「生きたいのに死が必ずや
ってくる」ということです。そのことを語っている言葉を「宗教ノート」の
上の文章から選び出し、ページ番号とその文章を書き写してください。（ページ番号：      ） 
（文章： 
 

次回予告「死亡記事を書こう」 
        自己評価（今日の授業を受けて） 
該当に○をつける      A:積極的に参加した   B：普通    C:あまり関心がなかった。  
        感想欄（今日の授業を受けて） 
 
 
 
 
 
 
 
 

   年   組  番  名前（               ） 


